
【第 6 回アフリカ開発会議サイドイベント】 

アフリカ廃棄物管理セミナーの開催: 

廃棄物分野の SDGs達成に向けたキャパシティ・デベロップメント 

: 

国際協力機構（JICA）は、8 月 28 日、ナイロビ市内のサロバ・パナフリック・ホテルにて、第

6回アフリカ開発会議のサイドイベントとして、「アフリカ廃棄物管理セミナー：～アフリカのきれ

いな街と健康な暮らしのために～廃棄物分野の SDGs達成に向けたキャパシティ・デベロップメン

ト」をナイロビ郡、国連環境計画（UNEP）、国連人間居住計画（UN-HABITAT）及び日本の環境省

との共催により開催しました。 

アフリカからはキデロ・エヴァンス ナイロビ郡知事に加え、ルワンダの首都キガリの市長であ

ったアイサ・キラボ・カシラ UN-HABITAT 副総裁らが登壇し、9 カ国から約 150 名の国や都市の

環境担当者などが集まりました。また、日本からは伊藤忠彦環境副大臣、林文子横浜市長らが登壇

しました。 

 

本サイドイベントでは、急激な人口増加と都市化が進むアフリカの各都市における、これまでの

廃棄物管理に対する取り組みと援助機関による協力の成果を共有し、昨年採択された「持続可能な

開発目標」（SDGs: Sustainable Development Goals）の中で設定された廃棄物に関する目標の達成

に向けた持続的な廃棄物管理について議論しました。 

 

前半では、伊藤環境副大臣より、歴史的に見て廃棄物管理が市民生活や経済活動の根幹となる重

要な社会インフラであることを指摘し、横浜市の林市長から高度経済成長期に急激な都市化とごみ

問題に直面した横浜市の歴史と現在までの取り組みが紹介されました。また、UNEP 及び

UN-HABITAT がアフリカの廃棄物管理の現状や廃棄物に関する SDGs と各機関の方針について発

表を行いました。続いて JICA からアフリカにおけるプロジェクトの実績と教訓が紹介され、廃棄

物管理の財政の持続的な運営（財務持続性）のために、収入源の確保や民間企業のノウハウを活用

した効率的な廃棄物管理について提案がなされました。 

 

後半では、これまで JICAがプロジェクトを実施した 7か国 7都市の代表からプロジェクトの成

果と現在の課題が参加者に共有され、各国・都市の廃棄物行政の財務持続性に関する発表が行われ

ました。中でも、着実な成果を上げているスーダン・ハルツーム州からは中長期的な廃棄物管理計

画に基づく予算獲得の重要性、民間企業を活用したごみ収集に取り組むケニア・ナイロビ郡からは

民間企業活用の計画から実施、その中で浮き彫りになった課題についての発表が行われ、日頃実務

に携わる各国参加者の関心を集めました。 

 

パネルディスカッションでは、山内邦裕 JICA 地球環境部長をはじめ、スーダン・ハルツーム州

環境評議会のブシュラ・ハミッド・アフメッド氏、ケニア・ナイロビ郡トム・パトリック・オドン

ゴ都市開発・住宅大臣、UNEPアフリカ地域事務所ジュリエット・ビアオ所長、UN-HABITAT アフ

リカ地域事務所バンジ・オヤララン・オレインカ所長、国連プロジェクト・サービス機関（UNOPS）



東アフリカ事務所 ライナー・フラウエンフェルド所長がパネリストとして登壇し、廃棄物管理の

財務持続性確保に向けた方策や、SDGs 達成へ向けた取り組みなどについて議論が行われました。 

 

閉会にあたり、ケニア・ナイロビ郡オドンゴ都市開発・住宅大臣及び山内 JICA 地球環境部長が

総括を行い、アフリカの都市部の劣悪な衛生環境の改善のために、人々の生活の身近な問題である

廃棄物の適正管理が急務であることを再確認し、アフリカにおける廃棄物管理の政策的優先度向上

と、各国の連携と情報共有を促進するプラットフォームの必要性が謳われ、各国政府とパートナー

機関が一致団結してアフリカのごみ問題解決への協力を促進するというメッセージが宣言されま

した。 
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